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主体的に動きを高めようとする生徒を育てる保健体育科学習指導 

―ビルドアップタイムを位置づけた学習活動を通して― 

 

長期派遣研修員  朝倉市立比良松中学校 教諭 髙倉 悠 

１ 主題設定の理由 

(1) 教育の動向から 

経済協力開発機構（OECD）は、子供たちが2030年以降の社会で持続可能な未来を切り拓くために

必要な資質・能力を検討し、令和元年５月に「Learning Compass 2030」を公表した。この指針の仮

訳「OECDラーニング・コンパス（学びの羅針盤）2030」では、学習の枠組みを「生徒が教師の決ま

りきった指導や指示をそのまま受け入れるのではなく、未知なる環境の中を自力で歩みを進め、意味

のある、また責任意識を伴う方法で、進むべき方向を見い出す」と示し、生徒に能動的な姿勢を育む

必要性を強調している。すなわち、生徒が自己の学習を方向づけ、主体的に調整する力の育成が求め

られている。また、文部科学省「学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別最適な学びと協働的な学び

の一体的な充実に関する参考資料」（令和３年３月）は、主体的な学びを「学ぶことに興味や関心を

持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しをもって粘り強く取り組み、自己の学

習活動を振り返って次につなげる」と定義している。これは「主体的・対話的で深い学び」の実現に

は、生徒が自己の学びを調整する力が不可欠であることを示している。 

これらを踏まえると、保健体育科では技能習得にとどまらず、３つの資質・能力をバランスよく

育成するために、課題に応じて学習方法を選択・調整する力が求められると言える。したがって、

「自己調整学習」の視点から授業改善を図り、生徒が主体的に動きを高めようとする指導の在り方を

明らかにすることは、大変意義深い。 

 

(2) 生徒の実態・これまでの実践から 

本校第２学年２組の生徒30名を対象に、体育の授業に関するアンケートを実施した。その結果、

「体育の授業で、進んで学習に参加できているか」では86％、「目標を設定することができているか」

では82％が肯定的な回答であった。一方で、「目標を達成するために課題の解決方法を考えることが

できているか」では「よくできている」、「少しできている」と68％が回答し、若干低い数値となっ

た。また、否定的な回答「あまりできていない」、「できていない」に注目すると、目標達成に向け

た課題の解決方法を考えることに至っていな

い生徒が21％存在していることが分かった

【表１】。さらに、「『どうすればうまくできる

か』が分かったとき、新しい動きや技にチャ

レンジしようと思うか」という質問に対して

は、25％が「どちらでもない」、「あまり思わ

ない」、「思わない」と回答した【図１】。これ

らの結果から、課題解決の方法を理解していても、それを行動

に移すことに躊躇する生徒や、目標から活動への具体的な見通

しを立てることができない生徒が一定数いると考えられる。 

私のこれまでの実践を振り返ると、楽しみながら技能を高め

られるように、チーム対抗形式のゲームを取り入れたり、達成

感を味わえる段階的な技能課題を設定したりするなど、活動の

工夫を行ってきた。一方で、活動量や進度を優先するあまり、

生徒一人一人が自らの課題に向き合い、課題解決に向けて思考

する時間を十分に確保できていなかった。その結果、振り返り

において「シュートが全然入らなかった」、「パスがつながって 【図１ アンケート結果】 

【表１ 実態調査アンケート結果】 
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よかった」といった取り組みの結果のみに関する記述が多く、生徒が「できた」、「できなかった」要

因を分析し、よりよい動きへとつなげようとする姿は多く見られなかった。 

したがって、これからの体育授業においては、目標設定や課題解決の方法を考え、自ら学習の進

め方を調整する力の育成が重要であると考え、本主題を設定した。 

 

２ 主題・副主題について 

(1) 主題の意味 

「主体的に動きを高めようとする」について 

｢主体的に動きを高めようとする｣とは、課題解決への見通しを立て、試行錯誤しながら運動に

取り組み、振り返りを通して次の学習に活かそうとすることである。 

溝上（2017）は、「主体性」を「行為者（主

体）から対象（客体）へとすすんで働きかける

さま」とした上で、「主体的な学習」を「行為者

（主体）が課題（客体）にすすんで働きかけて

取り組まれる学習のこと」と定義している。ま

た、その性質を「課題依存型の主体的学習」、

「自己調整型の主体的学習」、「人生型の主体的

学習」の３つに分類している。その中の１つで

ある「自己調整型の主体的学習」について、「学

習目標や学習方略、メタ認知を用いるなどし

て、自身を方向づけたり調整したりして課題に

取り組む」と示している【図２】。 

ジマーマン（2005）は、自己調整を「パフォーマンスに影響を及ぼし、循環的に相互作用してい

く認知、行動、動機付けのプロセス」と定義し、運動学習において、「予見」、「遂行」、「自己内省」

の３段階から成る循環的な学習プロセスとして示している。これらの段階が相互に関連し循環するこ

とで、目標の更新や方略の修正が行われるとしている。 

これらのことから、本研究における「主体的に動きを高めようとする」とは、「課題を設定し、解

決方法の見通しを立てる『計画力』を持つ生徒」、「課題解決に向け、試行錯誤しながら運動に取り組

む『実行力』を持つ生徒」、「学習の進捗状況を振り返り、次の学習に活かす『評価力』を持つ生徒」

のことと捉える【表２】。 

 

(2) 副主題の意味 

ア 「ビルドアップタイム」について 

「ビルドアップタイム」とは、「学び方」の視点から、課題解決への見通しを立て、学習内容と

方法を調整したり、学習の成果や課題を共有したりする活動である。 

生徒が単に活動を選ぶのではなく、学習の途中で立ち止まり、課題解決に向けて学習内容と方法

を再検討し、必要に応じて再計画へつなげられるようにするため、単元の各段階のねらいに応じてビ

ルドアップタイムを位置づける【表３】。本研究では、ビルドアップタイムで生徒が検討する視点を、

「何を」、「どのように」、「どの程度の時間をかけて」とし、「学び方」として整理する【表４】。ビル

ドアップタイムを通して、生徒が自ら学習内容と方法を調整することで、学習を主体的に方向づけて

いくことができると考える。 

計画力 課題を設定し、解決方法の見通しを立てることができる生徒 

実行力 課題解決に向け、試行錯誤しながら運動に取り組むことができる生徒 

評価力 学習の進捗状況を振り返り、次の学習に活かすことができる生徒 

【表２ 主体的に動きを高めようとする生徒の姿】 

【図２ 主体的な学習スペクトラム】 
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イ 「ビルドアップタイムを位置づけた学習活動」について 

｢ビルドアップタイムを位置づけた学習活動｣とは、単元を「つかむ」、「目指す」、「活かす」の

３段階で構成し、各段階のねらいに応じたビルドアップタイムを設定することである。 

本研究では、単元を「つかむ」、「目指す」、「活かす」の３段階で構成する。つかむ段階では、課

題を把握し、見通しを立てることをねらいとし、単元計画を共有したうえで、試技やタスクゲームを

通して現状を捉える。ここでビルドアップタイム①を設定し、ビルドアップシートを用いて「何を」、

「どのように」、「どの程度の時間をかけて」の視点から学習計画を作成する。目指す段階では、①の

計画に基づき主体的に活動を進める。２つの活動に取り組みながら内容と方法を振り返り、根拠をも

って計画を修正できるようビルドアップタイム②を設定する。理解度や習得状況を同じ３視点で、ア

ンケートにより可視化し、計画の再調整を行う。また、学習デザインシートで他者と課題を共有し、

協働的に取り組む場を設ける。活かす段階では、身に付けた力を実践や発表の場で活用することをね

らいとし、リーグ戦や発表会を行う。ビルドアップタイム③では、演技やプレー後に、よさや工夫を

言葉にして伝え合う「称賛」と、次の学習に活かすための気付きや改善点を確かめ合う「対話」を行

う。ここでは「何を」、「どのように」の２視点から成果や気付きを振り返り、他者と共有する。 

このように、各段階のねらいに応じてビルドアップタイムを設定する【図３】。なお、目指す段階

では、自己の課題に応じて、基礎的な技能を習得するベース活動と、それを応用・発展させるステッ

プアップ活動から内容と方法を選択する【表５】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 ベース活動 ステップアップ活動 

活動 基礎的な技能を習得するための活動 応用・発展のための探究的な活動 

内容 基本技能を繰り返し練習する 基本技能を活用して連携や構成を試す 

３ 研究の目標 

保健体育科学習において、主体的に動きを高めようとする生徒を育てるために、ビルドアップ

タイムを位置づけた学習活動の有効性について究明する。 

４ 研究の仮説 

保健体育科学習において、「ビルドアップタイムを位置づけた学習活動」を行えば、主体的に動

きを高めようとする生徒を育てることができるであろう。 

【表３ ビルドアップタイムのねらい】 【表４ 「学び方」の視点】 

【図３ 単元におけるビルドアップタイムの位置づけ】 

【表５ ２つの活動内容】 
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５ 研究の具体的構想 

(1) 主題解明の方途 

ア ビルドアップタイムの具体 

(ｱ) ビルドアップタイム①（ビルドアップシート） 

ビルドアップシートとは、学習計画や振り返りを通してビル

ドアップタイム①・②での「学び方」を可視化し、学習の調整

や再計画を行うためのシートである【資料１】。つかむ段階で明

らかになった課題を基に、ビルドアップタイム①では、目指す

段階での学習計画を作成する。また、学習デザインシートの達

成状況と関連づけながら、現時点の課題に応じて計画を修正す

る。ビルドアップシートを活用することで、生徒は学習状況を

客観的に把握し、自分の理解度や習得状況に応じて活動を選

択・調整できるようにする。 

 

(ｲ) ビルドアップタイム②（アンケートによる「学び方」の可視化） 

 ビルドアップタイム②では、学習の理解度や習得状況に応じ

て学習内容と方法を調整できるようにするために、ロイロノー

トを用いたアンケートを実施し、全員の回答をその場で即時に

可視化する。生徒は、次時に向けた行動を具体的に構想できる

よう、アンケートを通して自らの学習を「何を」、「どのよう

に」、「どの程度の時間をかけて」の３視点から振り返る【表

６】。さらに、学級全体の傾向や他者との違いを客観的に把握で

きるようにするために、可視化された回答結果を参考にして、

自己の学習計画の修正や方法の調整につなげることができるよ

うにする。 

 

(ｳ) ビルドアップタイム③（交流活動） 

活かす段階では、リーグ戦や発表会での成果を基に学習内容や方法を共有するために、ビルドア

ップタイム③として交流活動を設定する。交流では、作戦ボードやゲーム映像を用いた対話活動、仲

間の良い動きを称賛し合う活動を行う。これにより、ゲームや発表会での具体的な場面を手掛かりに

自己の学習成果を整理し、相互に意見を交換しながら気付きや改善点を広げていくことができるよう

にする。 

 

イ 各段階のねらいに応じた教師支援の工夫 

生徒が主体的に動きを高めようとするために、本研究では、各段階のねらいに応じて教師の支援

の在り方を工夫する。つかむ段階では、現状と目標を照らして学習の方向性を捉える「評価力」を高

めるために、単元目標や動きのモデルを教師が提示するといった主導的支援を行う。目指す段階では、

取り組みの進捗状況やつまずきを捉え直し、学び方を調整する「評価力」を高めるために、取り組み

を見取りながら、ヒントや問いを与える伴走的支援を行う。活かす段階では、学習で学んだことを活

用し、よりよい動きを発揮しようとする「実行力」を高めるために、リーグ戦や発表会において、挑

戦を支える場づくりと肯定的なフィードバック、助言を行う伴走的支援を行う。なお、目指す段階で

の伴走的支援は「学習途中の調整を促す支援」であり、活かす段階での伴走的支援は「実践場面での

活用と挑戦を支える支援」である。 

 

ウ 学習デザインシート 

学習デザインシートとは、自己やチームの課題を解決するために、相互評価を用いて学習を進め、

【表６ ビルドアップタイム②質問項目】 

【資料１ ビルドアップシート】 
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既習事項の蓄積ができるポートフォリオシートである。自己やチームの映像記録を添付し、モデル映

像との比較やチームで共有することで、改善の方法を検討できると考える。 

 

(2) 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 仮説検証の方途 

 ア 対象 

 朝倉市立比良松中学校 第２学年２組（男女30名） 

 イ 期間 

 検証授業Ⅰ 令和７年９月12日（金）～10月８日（水） 

  Ｅ 球技 ア ゴール型 「バスケットボール」 

検証授業Ⅱ 令和７年10月20日（月）～11月５日（水） 

Ｂ 器械運動 ア マット運動 

 ウ 検証の内容と方法 

検証内容 検証方法 

課題を設定し、解決方法の見通しを立てることができる

生徒（計画力） 

○アンケート分析 

○振り返り記述分析 

○ビルドアップシート記述分析 

課題解決に向け、試行錯誤しながら運動に取り組むこと

ができる生徒（実行力） 

○アンケート分析 

○振り返り記述分析 

○様相観察 

○ビルドアップシート記述分析 

学習の進捗状況を振り返り、次の学習に活かすことがで

きる生徒（評価力） 

○アンケート分析 

○振り返り記述分析 
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６ 研究の実際と考察 

(1) 【検証授業Ⅰ】 全 11 時間（令和７年９月 12 日～10 月８日） 

ア 単元 Ｅ 球技 ア ゴール型 「バスケットボール」 

 イ 単元目標 

知識及び技能 

勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、バスケットボールの特性や成り

立ち、技術の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力などを

理解するとともに、基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームを

展開することができるようにする。 

思考力、判断力、表現力等 

攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り

組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え

ることができるようにする。 

学びに向かう力、人間性等 

球技に積極的に取り組むとともに、フェアなプレーを守ろうとする

こと、作戦などについての話合いに参加しようとすること、一人一

人の違いに応じたプレーなどを認めようとすることができるように

する。 

 ウ 単元計画 
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単元の評価規準 

知識 技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①個人やチームの能力に

応じた作戦を立て、勝敗

を競う楽しさや喜びを味

わえる特性があることに

ついて、言ったり書き出

したりしている。 

②用いられる技術には名

称があり、それらを身に

付けるためのポイントが

あることについて、学習

した内容を言ったり書き

出したりしている。 

①ゴール方向に守備者が

いない位置でシュートを

することができる。 

②得点しやすい空間にい

る味方にパスを出すこと

ができる。 

③パスを受けるために、

ゴール前の空いている場

所に動くことができる。 

①提供された練習方法か

ら、課題に応じた練習方

法を選んでいる。 

②ビルドアップタイムを

通して、仲間の課題や出

来映えを伝えている。 

 

①練習の補助をしたり仲

間に助言をしたりして、

仲間の学習を援助しよう

としている。 

②作戦などについての話

合いに参加しようとして

いる。 

 

エ 授業の実際と考察 

(ｱ) つかむ段階（１／11～４／11） 

ねらい 

・単元目標と自己の課題を結び付け、課題解決に向けた学習の進め方を構想するこ
とができるようにする（計画力） 

・自己の課題を振り返り、次の時間に向けて改善点を見つけることができるように
する（評価力） 

活動 

・オリエンテーション 
・試しのゲーム 
・基本技能の確認（ピボッド・シュート） 
・パスドリル（２対１） 
・タスクゲーム（３対２） 
・ビルドアップタイム①（学習計画の作成） 

主題解明の
方途 

・各段階のねらいに応じた教師支援の工夫（主導的支援） 
・ビルドアップタイム①（ビルドアップシート） 

 

a 各段階のねらいに応じた教師支援の工夫（主導的支援） 

つかむ段階では、単元目標と学習の流れを理解し、ビ

ルドアップタイム①で自己の課題を明確にし、課題解決

の見通しを立てることができるよう、教師が学習の方向

性と活動内容を示す主導的支援を行った。 

第１時では、単元目標と学習の流れを理解し、学習の

見通しを立てることをねらいとして、スライド資料を用

い、既習事項と事前アンケート結果を共有した。あわせ

て、昨年度の課題であった「ボールを持たないときの動

きの工夫」の必要性を全体で確認した。そのうえで、「ス

ペースを使った攻撃でシュートを打つ」という単元目標

を示し、単元計画表【資料２】に沿って学習の流れを提

示した。 

次に、ボール操作や動き方に関する課題を把握するた

めに、３分間の試しのゲームを設定した。 

最後に、振り返りには「計画表を確認できて11時間の

授業のイメージがもてた」という肯定的な意見に加え、

「試しのゲームでシュートが入らずパスも通らなかっ

た」といった、自己のバスケットボールに対する動きの現状を把握するような記述が見られた。 
【資料２ バスケットボール単元計画表】 
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第２・３時では、自己の現状を振り返り、課題を明確に

することをねらいとした。 

まず、試しのゲームの映像をもとに、パスの出し手と受

け手の動き方について「パスが通らない場面」に焦点を当

てて説明した。 

次に、パスの出し方や受け方を理解し、段階的に動き方

を身に付けるために、２対１のドリルゲーム【資料３】と

３対２のタスクゲームを行った。その際に、スペースを活

用した有効な攻撃について考えを整理するために、作戦ボ

ードを用いた作戦タイム【資料４・５】を設定した。その

結果、守備者の位置を見て空いたスペースに動こうとする

場面が増えた一方で、フリーになったタイミングとパスを

出すタイミングが合わないといった課題も明らかになっ

た。 

最後に、振り返りには「自分がフリーになった瞬間、味

方からパスを受けやすい位置に移動する」、「相手に囲まれ

た時のパスを出せるようにパス練習もしたい」など、ボー

ル操作やボールを持たないときの動きについて、課題を具

体的に捉えた記述が見られた【資料６】。 

 

b ビルドアップタイム①（ビルドアップシート） 

  ビルドアップタイム①では、単元目標の達成に向けて課

題解決への見通しを立てるため、第４時に学習計画を作成

する時間を設定した。 

まず、第５時～第11時まで活動するチーム編成を発表

し、単元目標である「スペースを使った攻撃でシュートを

打てるようになる」を再確認したうえで、チームごとにこ

れまでの試しのゲームで明らかになった個人の課題を共有

する場を設定した。 

次に、自己の理解度や習得状況に応じて学習内容と方法

を調整できるよう、「学び方」の視点を提示し、生徒から

挙がった課題に対する解決に向けた具体的な活動例を提示

しながら説明した。また、自己の課題に合っているか、活動内容と時間配分が実現可能かどうか

を確かめられるよう、机間巡視をしながら個別に支援した。 

最後に、学習計画作成の確認事項【資料７】を共有した後、自己の課題に応じてビルドアップ

シートに学習計画を記入する時間を設定した【資料８】。その際、「同じ課題の生徒同士で計画を

見合う。」「チーム内で互いの計画を確認しながら作成する。」といった指示を行い、自己の課題に

即した学習計画を立てられるよ

う、作成を支援した。振り返りで

は、試しのゲームで出た課題を手

掛かりに自己分析を行い、「パスを

逸らしてしまうので、基礎練習を

計画に入れることを意識した」な

ど、自分に合った学習内容と方法

を選択しようとする記述が見られ

【資料３ ２対１ルール】 

【資料４ 作戦ボード】 

【資料５ 作戦タイムの様子】 

【資料７ 確認事項】 【資料８ 学習計画を作成する様子】 

【資料６ 第２・３時の振り返り記述（一部抜粋）】 
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た【資料９】。ビルドアップタイム①を通して、単元目標と自己の課題を結び付けながら、課題解

決に向けた具体的な見通しを立てようとする姿が見られた。 

 

結果と考察（１／11～４／11） 

〇 ｢教師による助言やモデル提示が、自分の課題を見つけ、動き

を改善するのに役立ったか｣という質問に対して、78％が「そう

思う」、「ややそう思う」と回答していた【図４】。この結果は、

第２・３時に試しのゲーム映像を用いて「パスが通らない場面」

に焦点を当て、パスを出す時と受ける時の動きに着目させたこと

により、ボール操作や動き方の課題を自覚できるようになったた

めだと考える。さらに、２対１や作戦ボードを用いた場を教師が

設定し、パスを受ける位置やスペースを使った動きを確かめさせ

たことで、スペースを活用した有効な攻撃を組み立てる視点が生

まれたのではないかと考える。振り返りでは【資料６】のよう

に、ボールを持たない動きに着目し、学習への新たな見通しを立

てたり、作戦タイムで共有した内容を次時の学習に活かそうとし

たりする記述をした生徒が全体 65％であった。これらのことから、自己の課題を振り返り、次

の時間に向けて改善点を見つける力（評価力）を高めるうえで、教師による主導的支援を位置

づけたことは概ね有効であったと考える。 

 

○ ｢単元計画を確認し、学習計画を立てたことは、見通しを立て

ることに役立ったか｣という質問に対して、91％が「そう思う」、

「ややそう思う」と回答していた【図５】。回答には、「最後の目

標に向けて逆算して計画を考えることができた」、「学習計画を立

てることで、予定が立てやすかった」など、活動のイメージを具

体的に持つことができたことを示す記述が見られた。また、第４

時の振り返りでは、【資料９】のように「自分の課題は○○だか

ら△△の練習を意識する」といった、課題解決に向けて今後の学

習の見通しをもった記述ができた生徒が全体の 73％であった。こ

れは、試しのゲームやタスクゲームの様子を映像や作戦ボードで

可視化したことで、自己の課題を客観的に捉えやすくなったうえ

単元計画表を確認し、学習計画

を立てたことは、見通しを立て

ることに役立ったか 

 

【図４ アンケート結果】 

教師による助言やモデル提示

が、自分の課題を見つけ、動

きを改善するのに役立ったか 

 

【資料９ ビルドアップシートと振り返り記述（一部抜粋）】 

【図５ アンケート結果】 
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で、ビルドアップタイム①で学習計画として具体化できたためだと考える。これらのことから、

単元目標と自己の課題を結び付けながら、課題解決に向けた学習の進め方を構想する力（計画

力）を高めるうえで、ビルドアップタイム①を位置づけたことは有効であったと考える。 

 

 (ｲ) 目指す段階（５／11～９／11） 

 

a ビルドアップタイム②（アンケートによる「学び方」の可視化） 

ビルドアップタイム②で

は、自己やチームで立てた学

習計画に基づいて学習を進め

る中で、理解度や習得状況に

応じて学習内容と方法を調整

できるようにすることをねら

いとした。 

まず、目指す段階前半（第

５～７時）では、計画した活

動を15分間行った後、ロイロノートのアンケート機能を用いてビルドアップタイム②を行った。

生徒は「何を」、「どのように」、「どの程度の時間をかけて」の３視点から計画を基に実施した学

習を振り返った。回答はタブレット内で全員が共有できる形で示し、３視点に沿った自己の学び

方（内容・方法・時間）の状態を可視化した【資料10】。「パスミスばかりなので、上手くいくポ

イントを教えてほしい。」、「○○さん、次回まで今日と同じ練習するなら、もう一回２対１してほ

しい。」など、他者の回答一覧を基に、次時に向けて行動を具体的に構想する様子が見られた。 

次に、自分では気づかなかった改善点や練習方法に気づくために、同じ課題に取り組んだ生徒

同士で集まり、相互にアドバイスを送り合う場を設定した【資料11】。生徒同士で「ディフェンス

から離れるためにフェイントを入れてみたらどうか。」など、新たな視点からアドバイスを送り合

う姿が見られた。 

授業の終末では、次時の活動への見通しを立てるために、ビルドアップシートを見直し、実際

に行った活動の成果や課題を踏まえて学習計画を修正する時間を設定した。振り返りでは、「苦手

なシュートがたくさん練習できたから、次回も計画通りに練習する」といった、課題解決に向け

て計画した活動を継続しようとする記述や、「チームの友達が次回シュート練習をすることが分か

ったので、アドバイスをもらいたい」など、他者の学習状況も手掛かりにしながら自分の計画を

調整しようとする記述が見られた【資料12】。 

目指す段階後半（第８・９時）では、ビルドアップタイム②「次の練習ではどのようなことを

意識するか」の質問において、「スペースを使ってパスをもらう練習を増やしたい」、「試合を想定

ねらい 

・課題に応じて、学習の進め方について見通しを立てることができるようにする 
（計画力） 

・課題に応じて、練習方法を調整することができるようにする（実行力） 
・活動を振り返り、次の時間に活かすための改善点を見つけることができるように
する（評価力） 

活動 

・学習計画に基づいた活動（ベース活動・ステップアップ活動） 
・ビルドアップタイム②（学び方の振り返り） 
・学習デザインシートの作成 
・きょうだいチームとのゲーム（３対３） 

主題解明の
方途 

・ビルドアップタイム②（アンケートによる「学び方」の可視化） 
・各段階のねらいに応じた教師支援の工夫（伴走的支援） 
・学習デザインシート 

【資料 10 回答の可視化】 【資料 11 アドバイスを送り合う場面】 
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した３対３の時間を長く取りたい」といった、根拠のある活動調整を行う記述が見られた。また、

ビルドアップタイム②を繰り返す中で、シュートやパスなどボール操作に関する課題についての

記述が、「スペースを使った攻撃」や「チームの連携」といった単元目標に迫る内容へと変化して

いく様子が見られた【資料13】。 

 

ｂ 各段階のねらいに応じた教師支援の工夫（伴走的支援） 

目指す段階における教師支援では、自己の学習計画に基づいて活動を進めながらも、必要に応

じて、学習内容や方法を見直せるようにすることをねらいとして、適宜、軌道修正を促す伴走的

支援を行った。 

まず、本時のめあてと活動内容を把握するために、ビルドアップシートを見返し、言語化する

時間を設定した。その中で、同じ活動を選んだ生徒同士が「今日はパスをもらってレイアップし

たいから、パスを出し合わない？」などと声を掛け合い、活動のイメージを揃える姿が見られた。

教師はその様子を見取りながら、「選んだ練習でどのような課題を解決したいのか。」、「動いてい

る味方にパスを出すポイントは何だろう。」などと問いかけ、学習計画と実際の活動が結び付くよ

うに支援した。 

次に、ヒントカードやデジタルコンテンツ（学研教育ネット）を活用している生徒には、活用

【資料 12 ビルドアップシートの振り返り記述（一部抜粋）】 

【資料 13 ビルドアップタイム②における記述の変容】 
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方法を補足し、自らモデルを示したり、アドバイスし合ったりするグ

ループ【資料14】には、「今の良かったところを他の人にも伝えてみ

よう。」などと促し、協働的な学びによる学習が広がるように支援し

た。また、学習内容と方法を見直し、課題解決に向けて活動を調整で

きるようにするために、ビルドアップシートに基づいて活動する様子

を巡回し、「仲間にどのように動いてもらったらパスが渡りそう

か。」、「ベース活動とステップアップ活動の時間配分はこのままでよ

いか。」といった問いを投げかけた【資料15】。 

最後に、目指す段階の最終日（第９時）に実施した「５時間分の学

習計画の達成度」についての振り返りでは、「計画通りできた

30％」、「だいたい計画通りできた 65％」、「あまり計画通りできなか

った０％」、「全く計画通りできなかった５％」という結果となった。

回答には、「スペースを探してパスをもらったり、出したりすること

を目標としていたので最後の５時間目の時に○○さんと走りながらパ

スを渡し、もらう練習をしたら、試合では、スムーズにやることが出

来た」、「自分では考えるのが難しい練習方法の案が載っていて、それ

を選ぶことで自分の課題解決につながった」といった、自己の課題に対して学習を調整しながら

取り組もうとする記述が見られた。 

 

ｃ 学習デザインシート 

学習デザインシートは、単元目標「スペースを使った攻

撃でシュートを打てるようになる」に迫るため、チームで

学習課題を共有しながら、課題に応じた練習方法を組み立

てていくことをねらいとして活用した。 

目指す段階前半（第５～７時）では、守備者から離れて

スペースを見つける動きを身に付けるために、ステップ

１・２をチームで実施した。ステップ１「２対２のパスゲ

ームで10回以上パスを続ける」、ステップ２「２対２の攻防

でノーマークでシュートが打てる」といった課題を設定

し、守備者から外れてパスを受ける動きや、シュートにつ

なげる動きを段階的に身に付けられるようにした。活動の

様子はロイロノートで撮影・共有し、うまくいかなかった

プレーは「まだまだ！動画」、課題を達成したプレーは「い

いね！動画」として分類し、成功要因と改善点を可視化し

た【資料16】。チームで活動を進める中で、「動きながらパ

スをもらうとうまくいく。」、「バウンドパスも混ぜてみよ

う。」といった発言が聞かれ、映像を見ながら「なぜうまく

いったのか」、「どこを修正すればよいのか」を話し合い、

チームで評価する姿が見られた。 

目指す段階後半（第８・９時）では、単元目標の動きに

迫るために、ステップ３「きょうだいチームでゲームを行

い、ノーマークでシュートが打てるよう挑戦する」という

課題に取り組んだ。活動に際しては、様々な立場から動き

を評価できるようにするために、きょうだいチームで「①

実施者②撮影者③アドバイザー」の３つの役割を分担した。
【資料 16 学習デザインシート】 

【資料 15 伴走的支援の場面】 

【資料 14 自らモデルを示す場面】 
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ゲーム中には、「右のスペースが空いているよ。」、「ゴール

下でパスをもらったら、ためらわずにシュートに行こう。」

など、スペースを使った攻撃を意識した具体的な声かけを

し合う姿が多く見られた。また、ゲーム間には、スペース

を活用した有効な攻撃について考えを共有するために、作

戦ボードを用いて作戦タイムを設定した。「○○さんがボー

ルを持ったらゴール下に走っていこう。」、「リバウンドを取

ったら、すぐ攻撃の準備をしよう。」など、ゲームを通して

の気付きを共有し、チームの連携を高めていこうとする姿が見られた【資料17】。 

 

結果と考察（５／11～９／11） 

〇 ｢ビルドアップタイム②（授業中盤でのアンケートによる振り

返り）の活用は、自分の計画を見直したり、計画の修正を行った

りするのに役立ったか｣という質問に対して、88％が「そう思

う」「ややそう思う」と回答していた【図６】。回答には、「全員

の回答が見られるので、課題を共有してチームで解決することが

できた」、「自分では分からない課題点や良い点を教えてもらい、

次からの活動を修正するきっかけになった」といった記述が見ら

れた。これは、15分間の計画に基づく学習の後にビルドアップ

タイム②を実施し、「学び方」の視点から計画を振り返らせたこ

とで、自己やチームの課題に対して選択した活動を客観的に捉え

ることができたためだと考える。さらに、ロイロノートで全員の

回答を即時に可視化したことにより、計画の進捗状況を他者と共

有し、今後の活動についてアドバイスを受ける機会にもなっていた。また、目指す段階（第５

時～第９時）の振り返りでは、【資料18】のように、自己分析を通して根拠をもって活動を調整

しようとする記述ができている生徒が全体の63％を占めた。これらのことから、課題に応じて

練習方法を調整する力（実行力）を高めるうえで、ビルドアップタイム②におけるアンケート

による「学び方」の可視化は、概ね有効であったと考える。 

 

〇 ｢教師によるヒントやアドバイス等の支援は、自分の課題を見つけ、動きを改善するのに役立

ったか｣という質問に対して、すべての生徒が「そう思う」、「ややそう思う」と回答していた。

回答には、「簡潔に要点だけ伝えてくれたので、練習や試合の時に意識するきっかけになった」、

「アドバイスの視点を教えてもらって、友達との話が発展した」といった記述が見られた。こ

れは、教師が生徒の活動に対して短時間介入することで、「どのように動けばうまくいくか試し

てみよう。」、「どの練習が自分に適しているのか練習を見直してみよう。」といった、試行錯誤

しながら課題解決に向けて活動を振り返る視点をもたせることができたためだと考える。この

ことから、活動を振り返り、次の時間に活かすための改善点を見つける力（評価力）を高める

うえで、教師による伴走的支援を位置づけたことは有効であったと考える。 

 

 

 

【資料 17 作戦タイムで指示を出す場面】 

ビルドアップタイム②の活用

は、自分の計画を見直した

り、計画の修正を行ったりす

るのに役立ったか 

 

【図６ アンケート結果】 

【資料 18 ビルドアップタイム②での振り返り記述】 
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〇 「学習デザインシートは、チームの現状を評価したり、次の

時間への見通しを立てたりすることに役立ったか」という質問

に対して、96％が「そう思う」、「ややそう思う」と回答してい

た【図７】。この結果は、シートがステップ１～３の段階構成と

なっており、各ステップに到達基準（攻防でパスが10回以上続

く、ノーマークでシュートが打てる）を設けていたことによっ

て、生徒が「何ができていて、どこに課題があるのか」を客観

的に捉えやすくなったためだと考える。特に、ステップ１～３

の到達基準がチームとしての連携の理解を必要とする内容とな

っていたことで、自他のプレーを振り返り、「現在のチームの動

きをより一層高めるために、次時での活動計画はこれでよい

か」といった視点で、学習の進め方を構想するようになっていっ

たと考えられる。これらのことから、課題に応じて、学習の進め方について見通しを立てる力

（計画力）を高めるうえで、学習デザインシートを使用したことは有効であったと考える。 

 

(ｳ) 活かす段階（10／11～11／11） 

ねらい 
・ゲームでの課題を見い出し、動きを修正することができるようにする（実行力） 
・単元を通して活動を振り返り、次の学習に活かそうとすることができるようにす
る（評価力） 

活動 
・リーグ戦 
・ビルドアップタイム③（交流活動） 

主題解明の
方途 

・ビルドアップタイム③（交流活動） 
・各段階のねらいに応じた教師支援の工夫（伴走的支援） 

 

a ビルドアップタイム③（交流活動） 

ビルドアップタイム③は、ゲームから得た気付きを次の試合に活かせるようにすることをねら

いとして、第２試合と第３試合の間に、動きの成果と課題を共有できるように、交流活動を設定

した。 

まず、導入では、めあての確認を行った後、ビルドアップタイム③の実施方法を確認した。具

体的には、全チームが１回目のゲームから出た動きの成果と課題を共有し、２回目の試合で活か

せるよう、第２試合と第３試合の間に５分間のビルドアップタイム③を設定した。また、チーム

内の交流が円滑に行われるように、ビルドアップタイム③の実施方法を「作戦ボードや映像を活

用した対話活動」と「対話活動」の２つに絞って行うよう指示した。その後、これまでの学習で

身に付けてきたスペースを使った攻防を実践するために、４分間のリーグ戦を行った。ゲームで

は、ピボットでボールを保持しながらタイミングを見てパスを出す姿や、フェイントを入れて守

備者から外れてスペースに動く姿が見られた。 

次に、第２試合と第３試合の間にビルドアップタイム③を実施した。作戦ボードを活用し、「○

○さんがパスをもらったら、△△さんは、ゴール方向に

走ってみて。」、「さっきの場面は、もう１人が逆サイド

に広がるとよかった。」などと意見を交わしながら、次

の試合に向けて動きの修正点をチームで整理する姿が見

られた【資料19】。 

最後に、単元のまとめとして、「これまで自己の計画

に基づいて身に付けた動きや技は、リーグ戦のどのよう

な場面で発揮できたか。」、「単元目標の達成に向けて、

学習デザインシートは、チーム

の現状を評価したり、次の時間

への見通しを立てたりすること

に役立ったか 

 

【図７ アンケート結果】 

【資料 19 ビルドアップタイム③（交流活動）の様子】 
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個人・チームでできたことを教えてください。」という２つの質問で振り返りを行った。生徒から

は、「課題だったパス回しを素早くするために、W-UPで２対２を行い、スペースでパスを受ける動

きを毎時間確認した」、「同じチームの○○さんがスペースに移動してパスをもらい、落ち着いて

シュートすることができるようになって私まで嬉しくなった」など、リーグ戦での具体的な場面

と結び付けて、バスケットボールで身に付けた動きの高まりや単元目標に迫るための課題を言語

化する記述が見られた。 

 

ｂ 各段階のねらいに応じた教師支援の工夫（伴走的支援） 

活かす段階における教師の伴走的支援では、リーグ戦の

中でこれまでの学習の成果を発揮しつつ、ゲームでの気付

きから次の試合での改善点を見い出せるようにすることを

ねらいとした。 

まず、ビルドアップタイム③の方法を確認する際に、交

流活動において共通した視点をもつことができるようにす

るために、「ボールを持たない人の動きに注目してみよ

う。」、「誰のどの動きを取り上げて話し合うとよいか、事前

に決めておこう。」といった視点を提示した。また、試合中は、全員が学習に関わり続けられるよ

うにするために各チームを巡回し、ゲームに出ている生徒だけでなく、撮影者やアドバイザーと

して関わる生徒にも「ボールを一番もつ時間が長い○○さんの動きを中心に撮影すると、後で作

戦を立てやすいかもしれないよ。」、「この試合でよかったプレーを仲間に１つ伝えてみよう。」な

どと声かけを行った【資料20】。 

次に、ビルドアップタイム③の場面では、具体的なプレーと作戦を結び付けて整理するために、

チームの対話の様子を見取りながら「さっき良かった動きを、もう一度、作戦ボードに示してみ

よう。」、「映像のこの場面を使って、どこがよかったか説明してみて。」など単元目標に迫る動き

を抽出し、チームで共有するよう、助言を行った。また、動きの高まりを実感できるようにする

ために、ゲームを通して「マークを外す動きができているよ。」、「スペースはうまく使えているか

ら、攻守の切り替えをもっと早くしてみよう。」といった肯定的なフィードバックを行った。 

最後に、単元の振り返りでは、「守備者と距離をとってパスをもらうことを意識した。」、「チー

ムで声を掛け合い、攻守の切り替えを早くすることを大切にした。」など、教師からの肯定的な助

言や試合中の経験を手掛かりに、これまでの取り組みの成果を自分の言葉で説明する生徒の姿が

見られた。 

 

結果と考察（10／11～11／11） 

〇 ｢交流活動は、単元を通しての取り組みや学習の成果を振り返

る際に役立ったか｣という質問に対して「そう思う」、「ややそう

思う」と回答した生徒は 48％であった【図８】。記述分析を行う

と、対話活動を選択した生徒から「動きの修正がしやすかっ

た」、「試合の中で気づかなかった動きをアドバイスし合えた」と

いった、試合の経験を手掛かりに互いの動きを言語化しやすかっ

たことを示す肯定的な記述が見られた。一方で、作戦ボードによ

る交流活動を選択した生徒からは、「動きの確認は作戦ボードの

方が分かりやすいが、試合中に作戦と違う動きになると分からな

い」、「試合中にその場で言ってもらった方がよい」といった記述

が見られた。これは、リーグ戦での数的同数（３対３）の場面では、図による確認だけでは実

際の動きと結び付きにくく、その場での対話的なやり取りの方が動きのイメージ化や即時的な

交流活動は、単元を通しての

取り組みや学習の成果を振り

返る際に役立ったか 

 

 

【資料 20 伴走的支援の様子】 

【図８ アンケート結果】 
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修正には有効であることを示している。これらのことから、ビルドアップタイム③の交流活動

は、一部の生徒にとっては高まった動きを振り返り次のプレーに活かす手掛かりとなっていた。

一方で、単元全体の取り組みや学習の成果を振り返り、次の学習に活かそうとする力（評価力）

を高めるうえでは、その有効性は限定的であったと考える。 

 

○ 第10時のビルドアップタイム③での交流活動時に「守備者から離れるポイントは何があるか

な。動きの緩急に注目してみたらどうかな。」と生徒Ａにアドバイスしたところ、その後の試合

で実際に動きに緩急をつけてマークを外そうとするプレーが見られ、その点について振り返り

に言及する記述が見られた【資料21】。このことは、活かす段階において、教師が必要に応じて

ヒントやアドバイスに介入する伴走者として支援することにより、ゲームの中で自己の課題を

捉え直し、次のプレーで動きを修正しようとするきっかけが生まれたことを示している。この

ことから、活かす段階における伴走的支援を位置づけることは、ゲームでの課題を見い出し、

動きを修正する力（実行力）を高めるうえで、有効であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

オ 本単元の全体考察 

 (ｱ) 計画力 

 検証前と検証後に「計画力」に関するアンケートを実施し

た。「授業の中で、自らの課題を把握することはできています

か」という質問では、「そう思う」、「ややそう思う」と回答し

た生徒が検証前72％、検証後93％で21ポイント増加した【図

９】。回答には、「先生や友達から動きのポイントや課題を教え

てもらった」といった記述が見られた。これは、試しのゲーム

やタスクゲームを映像や作戦ボードで可視化したことで、客観

的に自己の課題を見つめることができ、ビルドアップタイム①

での学習計画作成を通して、課題を抽象的なイメージではな

く、より具体的に捉えられるようになったためだと考える。ま

た、「目標を達成するために課題解決の方法を考えています

か」という質問では、「そう思う」、「ややそう思う」と回答し

た生徒が検証前68％、検証後92％で24ポイント増加した【図

10】。回答には、「チームでの連携がうまくなるために、どこが

課題か考え、周りのアドバイスを参考にした」といった記述が

見られた。これは、学習デザインシートで活動内容をチームと

しての連携に焦点化したことで、自他のプレーをその視点から

振り返り、「チームの動きを高めるために、次時のビルドアップ

シートの計画をどうするか」といった学習の進め方を構想するようになったためだと考える。これら

【図９ 検証前後のアンケート結果】 

【資料 21 生徒Ａの緩急をつけてマークを外す動きと第 11 時での振り返り記述（一部抜粋）】 

目標を達成するために課題解決

の方法を考えていますか 

授業の中で、自らの課題を把握 

することはできていますか 

【図 10 検証前後のアンケート結果】 
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のことから、ビルドアップタイムを位置づけた学習活動を設定したことは、課題を設定し、解決方法

の見通しを立てようとする生徒の姿に迫るうえで、有効に働いたと考える。 

 

(ｲ) 実行力 

検証前と検証後に「実行力」に関するアンケートを実施し

た。「提供された練習方法から、自己の課題に応じた練習方法

を選ぶことができますか」という質問では、「できる」、「やや

できる」と回答した生徒が検証前79％、検証後95％で16ポイン

ト増加した【図11】。回答には、「苦手だと感じたプレーの練習

を計画して行い、友達や先生のアドバイスをもとに工夫して取

り組めた」といった、課題解決に向けて計画した練習を実行し

ようとする様子が表れた記述が見られた。これは、計画した学

習の後にビルドアップタイム②を実施し、「学び方」の視点か

ら計画を振り返らせたことで、自己やチームの課題に対して選

択した活動を客観的に捉えられるようになり、課題に応じて練

習内容や方法を自分で選び直そうとする思考が育まれたためだ

と考える。また、計画の進捗状況を他者と共有し、活動につい

てアドバイスをもらうことで、学習の調整がしやすくなったこ

とも一因であると考える。さらに、「活動がうまくできなかっ

た場合は、自分で取り組み方を工夫していますか」という質問

では、「そう思う」、「ややそう思う」と回答した生徒が検証前

57％から検証後72％へと15ポイント増加した【図12】。これ

は、活かす段階において伴走者としての支援を行ったことで、

ゲームを通して動きや連携の課題を捉え直し、スペースを使っ

た攻撃がうまくできない場面でも「次のゲームで動きをどのように工夫すればよいか」という視点を

もつようになったためだと考える。 

また、生徒Ｂの動きの変容に着目すると、第２時にはボール保持者と一直線上に立ち、パスコー

スやスペースを十分に作ることができていなかったが、第11時にはディフェンスの背後のスペース

から動き出してパスを受け、シュートまでつなげる場面が見られた【資料22】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供された練習方法から、自己の

課題に応じた練習方法を選ぶこと

ができますか 

【図 11 検証前後のアンケート結果】 

活動がうまくできなかった場合

は、自分で取り組み方を工夫して

いますか 

【図 12 検証前後のアンケート結果】 

【資料 22 生徒Ｂの単元目標に迫る動きの変容】 
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これらの変容からは、課題解決に向けて動きを試し、その結果を次のプレーに活かそうとする姿

がうかがえる。 

これらのことから、ビルドアップタイムを位置づけた学習活動を設定したことは、課題解決に向

けて試行錯誤しながら運動に取り組むことができる生徒の姿に迫るうえで、有効に働いたと考える。 

一方で、第５時〜９時の計５時間分のビルドアップタイム

②におけるアンケートを分析すると、「自己の課題解決に沿

った練習になっていたか」という質問に対し、「計画通りい

かなかった（修正がいる）」と回答した生徒の割合は第７時

で高くなっていた【図13】。これは、課題に応じて練習を調

整する力が高まった結果、自己の課題の捉え方がボール操作

からチーム連携へと変化し、多くの生徒がビルドアップシー

トを書き換えてステップアップ活動へと活動を変更したため

だと考えられる。その結果、あらかじめ設定していたベース

活動・ステップアップ活動ごとの場所の比率を変更せざるを得なくなり、第７時には活動場所が混雑

して、計画していた活動を予定通りに行えない生徒も見られた。これらのことから、今後は生徒が学

習計画を試行錯誤しながら再構成していく過程において、教師が生徒の学習内容に応じて活動場所を

柔軟に再配置するなど、場の設定をより流動的に行う必要がある。 

 

(ｳ) 評価力 

検証前と検証後に「評価力」に関するアンケートを実施し

た。「自己の課題を振り返り、次時の学習へ活かそうとするこ

とはできていますか」という質問では、「そう思う」、「ややそ

う思う」と回答した生徒が検証前78％から検証後90％で12ポイ

ント増加した【図14】。回答には、「今までバスケットでは、動

き方が分からず、試合では止まっていることが多かったけど、

苦手なシュートやパスのキャッチをスムーズに行うために友達

や先生に動き方を教えてもらえて、試合で成功することができ

たし、色々な動き方をしてゴールをねらってみたい」などの記

述が見られた。これは、小さな成功体験を積み重ねたことが、

新しい動きへの挑戦意欲につながったためであると考える。ま

た、教師支援の工夫により、「うまくいくためのポイント」や「自己の課題と改善策」を具体的に理

解できるようになり、抽象的な感覚ではなく改善に向けた見通しを立てながら振り返ることができる

ようになった。さらに、ビルドアップタイム③での交流活動を通して、動きのイメージ化や即時的な

修正を行う中で、「できた理由」を「次の学習に活かす視点」へと結び付けて捉えるようになってい

ったと考える。これらのことから、ビルドアップタイムを位置づけた学習活動を設定したことは、生

徒が学習の進捗状況を振り返り、次の学習に活かそうとする姿に迫るうえで、有効に働いたと考える。 

 

(ｴ) 検証授業Ⅰの課題と修正点 

検証授業Ⅰの課題 検証授業Ⅱに向けた修正点 

生徒が学習計画を試行錯誤して再構成していく

過程の中で、教師は、選択する学習内容に応じ

て、場の設定を流動的に行う必要がある。 

検証授業Ⅱのベース活動では、４つの系統ごと

に活動場所を細分化し、ステップアップ活動で

は活動人数に応じて、活動範囲の調整を行う。 

ビルドアップタイム③の交流活動で自分の意見

をうまく言えない生徒がいた。 

自分の考えを表現して相手に伝えられるように

するために、ロイロノートの付箋機能を活用し

て、自分の考えを伝える活動に変更する。 

自己の課題を振り返り、次時の

学習へ活かそうとすることはで

きていますか 

【図 14 検証前後のアンケート結果】 

【図 13 ビルドアップタイム②アンケート結果】 
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(2) 【検証授業Ⅱ】 全７時間（令和７年10月20日～11月５日） 

ア 単元 Ｂ 器械運動 ア マット運動 

イ 単元目標 

知識及び技能 

器械運動の特性や技の名称・行い方、関連する体力などを理解し、

技ができる喜びを味わいながら、回転系や巧技系の基本的な技を滑

らかに行い、条件を変えた技や発展技、それらの組み合わせをより

よく行うことができる。 

思考力、判断力、表現力等 
自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工

夫するとともに、自己の考えたことを他者に伝えることができる。 

学びに向かう力、人間性等 

器械運動に積極的に取り組むとともに、仲間のよい演技や挑戦を認

め合い、学習を支え合いながら、一人一人の違いや課題に応じた取

り組みを大切にし、健康や安全に気を配ろうとすることができる。 

ウ 単元計画 
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単元の評価規準 

知識 技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①器械運動には、多くの

技があり、これらの技に

挑戦し、その技ができる

楽しさや喜びを味わうこ

とについて、言ったり書

き出したりしている。 

①回転系や巧技系の基本

的な技を滑らかに行うこ

とができる。 

②回転系や巧技系の基本

的な技、発展技の中か

ら、いくつかの技を「は

じめ-なか-おわり」に組

み合わせて行うことがで

きる。 

①提供された練習方法か

ら、自己の課題に応じ

て、技の習得に適した練

習方法を選んでいる。 

②ビルドアップタイムを

通して仲間の課題や出来

映えを伝えている。 

①練習の補助をしたり仲

間に助言をしたりして、

仲間の学習を援助しよう

としている。 

エ 授業の実際と考察 

(ｱ) つかむ段階（１／７～３／７） 

ねらい 

・単元目標と自己の課題を結び付け、課題解決に向けた学習の進め方を構想するこ
とができるようにする（計画力） 

・自己の課題を振り返り、次の時間に向けて改善点を見つけることができるように
する（評価力） 

活動 

・オリエンテーション 
・感覚づくり運動 
・基本的な技を滑らかに行う学習 
・試技 
・ビルドアップタイム①（学習計画の立案） 

主題解明の
方途 

・ビルドアップタイム①（ビルドアップシート） 
・各段階のねらいに応じた教師支援の工夫（主導的支援） 

 

a 各段階のねらいに応じた教師支援の工夫（主導的支援） 

つかむ段階における教師支援では、単元目標と

学習の流れを理解し、自己の課題を意識しながら

ビルドアップタイム①で学習計画を立てられるよ

うにすることをねらいとして、教師が学習の方向

性と活動内容を明確に示す主導的支援を行った。 

第１時ではまず、単元目標や流れを理解し、学

習の見通しを立てることをねらいとして、スライ

ド資料を用いて既習事項と事前アンケートの結果

を共有した。アンケートから「去年よりできる技

を増やしたい」、「友達と協力したい」といった意

欲的な記述を取り上げ、それらを踏まえて単元目

標を「チャレンジ＆サポートで美しい演技を完成

させよう」と設定し、単元計画表で７時間の大ま

かな流れを提示した【資料23】。 

次に、倒立や回転技に必要な体の使い方を身に

付けるために、W-UPとして感覚づくり運動を行っ

た。また、自己の現状を把握するために、前転・

後転・倒立・倒立回転の４つの系統から２つの技

を選んで試技を実施した。その際、実施者・補助

者・撮影者の役割を分担し、モデル映像との比較

を通して自己の動きを客観視できるようにした。 

最後に、振り返りでは、試技シートを用いて「回転するときに膝が伸びていない」など自己分

析する記述や、「回転の勢いがもっと付くと、よりきれいに見える」といった仲間にアドバイスを

器械運動（ マッ ト 運動） 学習計画 

単元目標 

知識及び技能 

器械運動の特性や技の名称・ 行い方、関連する体力などを理解し、技
ができる喜びを味わいながら 、 回転系や巧技系の基本的な技を滑ら
かに行い、条件を変えた技や発展技、それらの組み合わせをより よ く
行う こ と ができる。  

思考力・ 判断力・  
表現力 

自己の課題を発見し 、 合理的な解決に向けて運動の取り 組み方を工
夫すると と もに、 自己の考えたこ と を他者に伝えるこ と ができる。  

学びに向かう 力・  
人間性 

器械運動に積極的に取り 組むと と もに、 仲間のよい演技や挑戦を認
め合い、学習を支え合いながら、一人一人の違いや課題に応じた取り
組みを大切にし、 健康や安全に気を配ろう と するこ と ができる。  

単元のゴール チャレンジ＆サポート で「 美しい演技」 を完成させよう ！ 

時間 めあて 活動内容 備考 

１ 時間目 

1 0 /2 0 (月)  

マッ ト 運動の特性を

理解し、 学習への見

通しをも と う  

・ 単元計画の確認 

・ 感覚づく り 運動 

・ 試技①(２ 種類の技を選択)  ※動画撮影 

★４ つの技群(前転/後転/倒立/倒立回転)から

２ 種類の技を選択して実施する  

５ 人グループで

試技を実施する  

２ 時間目 

1 0 /2 2 (水)  

基本的な技をスムー

ズに行う ためのポイ

ント を考えよう  

・ 単元計画の確認 

・ 感覚づく り 運動 

・ 基本的な技の実施 

・ 試技②(２ 種類の技を選択)  ※動画撮影 

３ 時間目 

1 0 /2 4 (金)  

単元のゴールをク リ

アするための学習計

画を立てよう  

・ 学習計画を立てる  

（ ３ 種類の技を組み合わせる）  

技の構成を 「 はじめ-なか-おわり 」 で考える  

(試技を通して明らかになった課題を解決し、単元ゴール

を達成できるための計画)  

４ 時間目 

1 0 /2 7 (月)  

試行錯誤し ながら 、

自分に合った方法で

技能を高めよう ① 

・ 自己の計画に沿った w -up  

【 反復練習や技の構成をつく る時間】 1 5 分 

・ 学習計画に基づいて自分で活動 

○ビルド アッ プシート  

【 多く の技に挑戦して評価し合う 時間】 1 0 分 

・ 試技グループで活動 

○学習デザインシート  

・ ビルド アッ プタイム（ ５ 分）  

→アンケート で「 学び方」 を振り 返る  

自分の課題を自

分のペースで解

決する  

↓ 

同じ 課題を持つ

仲間や試技グル

ープの仲間と 協

力し て課題を解

決する  

５ 時間目 

1 0 /2 9 (水)  

試行錯誤し ながら 、

自分に合った方法で

技能を高めよう ② 

６ 時間目 

1 0 /3 1 (金)  

グループ内発表会を

通し て、 演技の完成

度を確認し合おう  

・ 自己の計画に沿った w -up  

【 反復練習や技の構成をつく る時間】 1 5 分 

・ ビルド アッ プタイム（ ５ 分）  

→アンケート で「 学び方」 を振り 返る  

・ 試技グループでの発表会（ ５ 人×６ ）   

・ 自己評価/グループでの相互評価 

７ 時間目 

1 1 /５ (水)  

発表会を通し て「 美

し い演技」 を披露し

よう  

・ 発表会（ 1 0 人×３ ）  

・ ３ 種類の技を組み合わせた「 美しい演技」  

・ 単元のまと め 

 

 

自 由 進 度 学 習 

前転-開脚前転 

後転-開脚後転 

側方倒立回転 

 

【資料 23 マット運動単元計画表】 
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伝える記述が見られた。 

第２時ではまず、自己の現状を振り返り、課題を明確にできるようにすることをねらいとして、

前時の試技映像を全体で振り返ったうえで、「美しい演技に近づくために意識するポイント」を問

う発問を行った。生徒からは「曲げる・伸ばすのメリハリ。」「着地を止める。」といった視点が出

され、それらを踏まえ、開脚前転のモデル映像を例に演技を「準備―主要―終末」の３局面に分

け、着手の仕方や順次接触などのポイントを説明した。 

次に、感覚づくり運動の後に基本的な

技の練習場面を設定し、「準備―主要―終

末」を意識して繰り返し練習するよう指

示した。 

最後に、第１時と同様に試技シートで

振り返りを行い、「太ももと胸を近づけて

回転を速くする練習をしたい」など、課

題を具体化し、次の学習に活かそうとす

る記述の変容が見られた【資料24】。 

 

b ビルドアップタイム①（ビルドアップシート） 

第３時では、自己の課題に応じた学習

計画を作成し、課題解決への見通しを立

てることができることをねらいとして、

ビルドアップタイム①を設定した。 

まず、前時までの試技を基に自己の課

題を再確認するために、３つの技の組み

合わせをイメージしながら再度試技を行

った。また、演技を構成する視点をもつ

ために、技の選択だけでなく、技同士を

つなぐ「つなぎ技」についても試技を実

施した。 

次に、自己の理解度や習得状況に応じ

て学習内容と方法を調整できるようにす

るため、「学び方」の視点をモニターに提

示し、学習計画を立てる際のポイントを

全体で共有した。続いて、検証授業Ⅰと

同様に、ベース活動とステップアップ活

動の内容や活動場所を分けたマット設営

についての説明を行った【資料25】。ビル

ドアップタイム①では、資料の使い方と

学習計画を立てる際の確認事項を全体で

確認した後、自己の課題に応じてビルドアップシートに学習計画を作成する時間を設定した。ベ

ース活動では鍛錬カードを使用し、支持・回転・バランス・姿勢保持といった技の基礎となる感

覚づくり運動を、レベル別に選択して練習できるようにした【資料26】。ステップアップ活動では、

技の構成を試す活動を選択できるようにした。生徒は、自己の課題からカードを選択しながら、

ビルドアップシートに３時間分の学習計画を作成した。 

最後に、振り返りでは、試技で明らかになった課題を基に次時以降の学習を調整しようとする

記述や、検証授業Ⅰでの学びを活かそうとする記述が見られ、ビルドアップタイム①を通して、

【資料 24 試技シートの振り返り記述の変容（上：第１時 下：第２時）】 

【資料 25 マット設営図（第４～６時）】 

【資料 26 鍛錬カード】 
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課題解決への見通しを立てようとする姿が見られた【資料27】。 

 

結果と考察（１／７～３／７） 

〇 ｢教師による助言やモデル提示が、自分の課題を見つけ、動きを改善するのに役立ったか｣と

いう質問に対して、すべての生徒が「そう思う」、「やや思う」と回答していた。その理由とし

て、第２時で、前時の試技映像を全体で振り返った際、演技を３局面に分け、着手の仕方や順

次接触のポイントを共有する場の設定をしたことで、技のポイントや体の使い方の具体的なイ

メージが湧き、基本的な技を滑らかに行う際の視点につながったと考える。また、振り返りに

おいて、【資料27】のように、具体的に自己の課題を分析し、次の学習に活かそうとする記述の

変容が見られた生徒は全体で73％であった。これらのことから、自己の課題を振り返り、次の

時間に向けて改善点を見つける力（評価力）を高めるうえで、教師主導の支援を仕組んだこと

は、有効だったと考える。 

 

〇 ｢マット運動の単元計画を確認し、学習計画を立てたことは、課題解決への見通しを立てるこ

とに役立ったか｣という質問に対して、すべての生徒が「そう思う」、「やや思う」と回答してい

た。その理由として、「自分の課題に合わせて練習メニューを自由自在に変えられたのも学習し

やすかった」、「目標を立てていたが、目標達成できなかった時に次も同じ目標でやるっていう

見通しを立てることができた」など、活動のイメージを具体的に持つことができている記述が

見られた。また、第３時の振り返りにおいて、「同じ課題を持っている友達とアドバイスし合っ

て学習を進めていきたい」など、検証授業Ⅰと比較して、より具体的にビルドアップシートに

課題解決への見通しを立てている生徒が全体で63％いた。これは、試技シートでの映像分析や

友達のアドバイスから、自己の課題を客観的に見つめ直すことができたからだと考える。また、

モデル映像との比較により、自身が目標とする姿がイメージしやすくなったことで、学習への

見通しをより具体的に考えることができたからだと考える。これらのことから、単元目標と自

己の課題を結び付け、課題解決に向けた学習の進め方を構想する力（計画力）を高めるうえで、

ビルドアップタイム①を仕組んだことは、有効であったと考える。 

 

(ｲ) 目指す段階（４／７～６／７） 

ねらい 

・課題に応じて、学習の進め方について見通しを立てることができるようにする 
（計画力） 

・課題に応じて練習方法を調整することができるようにする（実行力） 
・活動を振り返り、次の時間に活かすための改善点を見つけることができるように
する（評価力） 

活動 
・学習計画に基づいた活動（ベース活動・ステップアップ活動） 
・ビルドアップタイム②（学び方の振り返り） 
・学習デザインシートの作成   ・グループ内発表会 

主題解明の
方途 

・ビルドアップタイム②（アンケートによる「学び方」の可視化） 
・各段階のねらいに応じた教師支援の工夫（伴走的支援） 
・学習デザインシート 

【資料 27 第４時の振り返り記述（一部抜粋）】 
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a ビルドアップタイム②（アンケートによる「学び方」の可視化） 

ビルドアップタイム②では、学習計画

に基づいて学習を進める中で、理解度や

習得状況に応じて学習内容と方法を調整

できるようにすることをねらいとした。 

まず、検証授業Ⅰと同様に、ビルドア

ップシートに基づいてベース活動とステ

ップアップ活動を15分間実施した。 

次に、他者の進捗状況や学習状況を把

握できるようにするために、ロイロノー

トのアンケート機能を活用した。グラフ

を選択すると回答者を見ることができ、

記述内容も閲覧することができる【資料

28】。この機能を活用し、お互いの状況を

比較しながら、「『友達のアドバイス』を

選んでいるから、次の練習でも補助に入

るよ。」など、必要な支援を共有する姿が

見られた。 

振り返りでは、次時からの活動の見通

しを立てるために、ビルドアップシート

の確認と修正を行う時

間を設定した。計画し

ていた活動を実際に行

ってみての成果や課題

をビルドアップタイム

②で振り返り、「単元

目標が美しい演技をす

ることなので、つなぎ

技で回転するのではな

く、水平バランスで美

しく見せるようにしま

す」、「発表会までに、

向きを変えるときにメリハリをつける練習をする」など、学習の進捗状況を踏まえ、課題解決に

向けて自己の学習を調整しようとする記述が見られた。また、質問項目「課題を解決するために、

次の練習ではどのようなことを意識するか」では、自己の課題解決への見通しがより具体的にな

っていく記述の変容が見られるようになった【資料29】。 

【資料30】は、生徒Ⅽのビルドアップシートである。第３時の学習計画では、新しい技「前方

倒立回転跳び」に仲間と挑戦し、できるようになることを目標としていた。しかし、第４時の振

り返りで自分の演技の動画を分析した結果、「倒立前転」と「開脚後転」が十分にできていないこ

とに気付いた。そこで、映像から把握した課題を踏まえ、次時の学習計画を「新技への挑戦」か

ら「基礎的な技の習得」へと修正した。第５時の学習計画では、当初ベース活動（後ろに転がる

鍛錬メニュー）５分、ステップアップ活動（表現を磨く練習）10分としていたが、前時の振り返

りを受けて単技（ベース活動）の練習時間を10分に増やすなど、時間配分を変更した。また、第

５時の振り返りでは、単技の出来映えだけでなく、演技全体の動画を見返し、「つなぎ技」、「着地」

など「美しい演技」の視点から振り返る様子も見られた。さらに第６時の振り返りでは、技の組

【資料 28 アンケート機能（ロイロノート）】 

【資料 29 ビルドアップタイム②におけるアンケート記述の変容】 
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み合わせを工夫する練習を通して、

技の順番を入れ替えたり、仲間や教

師からの助言を取り入れたりしなが

ら、演技全体の完成に向けて試行錯

誤を重ねている姿が見られた。 

 

ｂ 各段階のねらいに応じた教師  

支援の工夫（伴走的支援） 

目指す段階における教師支援で

は、自己の学習計画に基づいて活動

を進めながら、必要に応じて学習内

容や方法を見直せるようにすること

をねらいとして、学習状況に応じて

適宜、軌道修正を促す伴走的支援を

行った。 

まず、活動内容と課題意識が結び

付くように、ビルドアップシートを

確認する際に、「今日の学習で『ど

こまでできるようになりたいか』を

隣の人に説明してみよう。」といっ

た問いかけを行った。その結果、「ゴム紐タッチで

補助をし合おう。」、「倒立で足を持ち上げてほし

い。」など、同じ活動を選んだ生徒同士が役割や関

わり方を話し合う姿が見られた。活動中は、計画に

基づいて進める様子を見取りながら、「その補助の

仕方なら、友達も怖くなく挑戦できそうだね。」、

「今の倒立回転は腕が伸びてきたので、その感覚を

もう一度意識してみよう。」といった助言を行い、

課題解決に向けた支援を行った【資料31】。 

次に、学習内容と方法を見直し、課題解決に向けて活動を調整できるようにするために、ビル

ドアップシートに基づいて活動する様子を巡回し、「回転の速さを上げるために着手位置はどうす

ればよいかな。」、「演技をどのように構成すれば美しく見えるかな。」といった問いを投げかけた。

生徒は、演技の完成度を高めようと、反復練習を行ったり、動画を撮り合ったりしながら、課題

解決に向かって取り組む姿が見られた。 

最後に、目指す段階の最終日（第６時）に実施した「３時間分の学習計画の達成度」について

の振り返りでは、「計画通りできた62％」、「だいたい計画通りできた38％」、「あまり計画通りでき

なかった０％」、「全く計画通りできなかった０％」という結果となった。回答には、「倒立の足が

伸びるように、壁倒立ができた後は同じ技を練習している○○さんと補助をし合った」、「開脚後

転を選んでいたが、伸膝後転を練習しているとできそうなので、構成を変えたい」など、自己の

課題に応じて学習を調整しながら取り組もうとする記述が見られた。 

 

ｃ 学習デザインシート 

第４・５時の授業展開後半には、多くの技に挑戦することで自分に合った課題設定ができるよ

うにするために、学習デザインシートを作成する時間を設定した。それぞれの立場から評価し合

【資料 31 伴走的支援の場面】 

【資料 30 生徒Ｃのビルドアップシートの変容（３～５時）】 
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えるようにするために、①実施者②撮影者③アドバイザーの

３つの関わり方で役割分担を行った【資料32】。生徒からは

「倒立がまっすぐ伸びてきれいだから、３つの演技に組み込

んでみたらどう。」、「ロンダートの足がもう少し上がるよう

に、次の練習ファイト。」など、お互いにアドバイスを行う

姿が見られた。また、４つの系統ごとに映像を整理し、うま

くいった・いかなかった要因を可視できるようにした。その

映像を参考に意見を出し合いながら評価を行い、現状の課題

や技の高まりを共有する姿が見られた。 

 

結果と考察（４／７～６／７） 

〇 「ビルドアップタイム②（授業中盤でのアンケートによる振

り返り）の活用は、自分の計画を見直したり、計画の修正を行

ったりするのに役立ったか」という質問に対して、86％が「そ

う思う」、「ややそう思う」と回答していた【図15】。回答には

「計画を立て直すときに、同じ目標をもつ友達と一緒に計画の

修正を行った」、「途中で友達からアドバイスをもらうことで、

後半の練習でそれを意識して取り組むことができた」といった

記述が見られた。これは、計画した活動の進捗状況を他者と共

有することで、今後の活動のイメージをより明確にもつことが

できたためだと考える。また、【資料29】のように第４時～第

６時の記述では、自己の課題を捉え直し、課題解決に向けた見

通しの変容が見られた生徒が全体の63％であった。これは、自

己の映像とモデル映像との比較や、鍛錬カードを用いたレベル

別の課題設定練習により、自身が目標とする姿をイメージしやすくなり、課題解決に向けた見

通しをもったうえで、学習計画の修正内容を具体的に考えることができたためだと考えられる。

これらのことから、課題に応じて練習方法を調整する力（実行力）を高めるうえで、ビルドア

ップタイム②においてアンケートによる「学び方」を可視化したことは、概ね有効であったと

考える。 

 

〇 ｢教師によるヒントやアドバイス等の支援は、自分の課題を見つけ、動きを改善するのに役立

ったか｣という質問に対して、すべての生徒が「そう思う」、「ややそう思う」と回答していた。

回答には、「技を美しく見せるポイントを教えてくれて、意識すると動きが変わるから」、「技の

指導だけでなく、自分が立てた計画についてもアドバイスがもらえるから」など、技の習得と

学習計画の双方に言及する記述が見られた。これは、教師が生徒の活動に短時間介入し、「どの

ような点を意識して技を行うとよいか。」、「立てた計画は課題解決につながっているか。」とい

った視点を意識させたことで、自己の動きと学習計画を関連付けて振り返り、「できた理由」の

根拠を考えたり、「次の学習に活かすポイント」を見い出したりできるようになったためだと考

える。このことから、活動を振り返り、次の時間に活かすための改善点を見つける力（評価力）

を高めるうえで、教師による伴走的支援を位置づけたことは有効であったと考える。 

 

○ ｢学習デザインシートは、多くの技に挑戦し、自分に合った課題設定をすることに役立ちまし

たか｣という質問に対して、肯定的に捉える生徒が過半数を占めた一方で、45％が中立的、また

は否定的な回答であった【図16】。これは、シートが４つの系統を一覧化する構造であったため、

【図 15 アンケート結果】 

【資料 32 ３つの関わりの場面】 

ビルドアップタイム②(授業中盤

でのアンケートによる振り返り)

の活用は、自分の計画を見直し

たり、計画の修正を行ったりす

るのに役立ったか 
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実施後の振り返りが「できる・できない」の判断にとどまり、本

単元でのねらいであるつなぎ技や演技全体の流れといった「美し

い演技に向けた改善の視点」に思考が結びつきにくかったことが

要因であったと考える。また、実施者・撮影者・アドバイザーの

３つの関わり方から取り組みを行ったが、頻繁な交代が入り、全

員に十分な活動時間を確保できなかったため、技への挑戦から課

題解決への見通しを立てることが十分にできなかったと考えられ

る。これらのことから、課題に応じて、学習の進め方について見

通しを立てる力（計画力）を高めるうえで、学習デザインシート

を使用したことは、限定的であったと考える。 

 

 

(ｳ) 活かす段階（７／７） 

ねらい 

・課題を振り返り、技の順序やつなぎ方を工夫して演技に構成することができるよ
うにする（実行力） 

・単元を通して、身に付けた技の高まりを振り返ることができるようにする 
（評価力） 

活動 
・発表会 
・ビルドアップタイム③（交流活動） 

具体的支援 
・ビルドアップタイム③（交流活動） 
・各段階のねらいに応じた教師支援の工夫（伴走的支援） 

 

a ビルドアップタイム③（交流活動） 

  ビルドアップタイム③は、これまで身に付けた力を実践で

活用し、他者評価を通して学習の成果を共有することをねら

いとして、きょうだいグループによる発表会を通した交流活

動として位置づけた。 

まず、活動への見通しを立てるために、発表会とビルドア

ップタイム③の流れを確認し、「演技を見たら仲間の演技に

称賛の拍手を送ること」と「ロイロノートの付箋で称賛メッ

セージを送り合うこと」の２点を全体で共有した。その後、

きょうだいグループ（10名×３）で発表会を行い、３つの技

とつなぎ技を組み合わせて美しい演技を目指そうとする姿が

見られた。また、きょうだいグループだけでなく他グループ

の発表も同時に見られるよう、マットを三角形型に配置した

ことで、きょうだいグループの演技が終了した後も他グルー

プの演技に対して称賛の拍手が起こるなど、仲間の演技を認

め合う姿が見られた【資料33】。 

次に、撮影した映像をロイロノートに貼り付けた後、これ

までの学習の成果を文字で共有するためにビルドアップタイ

ム③を行った。検証授業Ⅰでは対話中心の交流であったが、

本単元では、一人一人の技の高まりを可視化することをねら

いとして、きょうだいグループの演技者に対して付箋による

称賛メッセージを貼り付ける方法を採用した【資料34】。「き

れいに着地ができていてすごかった」、「倒立前転では、倒立

姿勢で一度止まっていた」、「つなぎ技でバランスを保ててい

学習デザインシートは、多く

の技に挑戦し、自分に合った

課題設定をすることに役立っ

たか 

 

【図 16 アンケート結果】 

【資料 33 発表会の様子】 

【資料 34 交流活動での称賛メッセージ】 
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た」など、一人一人の演技のよさや出来映えを、単元目標である「美しい演技を完成させる」と

いう視点から捉えた記述が見られた。 

 

ｂ 各段階のねらいに応じた教師支援の工夫（伴走的支援） 

  活かす段階における教師の伴走的支援では、生徒が発表会に安心して臨み、仲間からの称賛や自

他の振り返りを通して、自己の学びを前向きに捉えられるようにすることをねらいとした。 

 まず、活動への見通しを立てるために、ビルドアップタイム③の実施方法の確認を行った。具

体的には、演技後に仲間を称賛する拍手や、ロイロノートの付箋でメッセージを送り合う活動が

あることを共有し、「美しい演技のポイントとして『技の構成』と『動・静のメリハリ』に注目し

てみよう。」と伝えた。 

次に、発表会中、各グループを巡回し、「今の倒立前転は止まり方がきれいだったね。」、「つな

ぎでバランスをよく保てていたよ。」といった肯定的フィードバックを行い、生徒同士の称賛のモ

デルを示した。また、付箋メッセージを書く際は、「どの場面がよかったのか。」、「どのあたりが

『美しい演技』につながっていたか。」を問いかけ、演技構成の工夫や技能の高まりに視点を向け

たコメントになるように助言を行った。 

最後に、振り返りでは「時間配分を工夫したこと」、「技の完成度を高めようと意識したこと」、

「仲間や教師のアドバイスへの感謝」などの記述が見られ、自己の学習を肯定的に位置づけなが

ら単元目標と関連付けながら振り返る姿が見られた【資料35】。 

結果と考察（７／７） 

○ ｢交流活動は、単元を通しての取り組みや学習の成果を振り返る

際に役立ったか｣という質問に対して、86％が「そう思う」、「やや

思う」と回答していた【図17】。回答には、「うまくいった技を褒

めてもらえて、今までの努力を振り返ることができた」、「意識し

てきたポイントを友達に具体的に評価され、成長を実感できた」

といった記述が見られた。これらは、発表会が単に学習成果を披

露する場にとどまらず、互いの努力や工夫を言葉で振り返り、認

め合う活動として機能していたといえる。また、称賛メッセージ

を付箋で伝え合うことにより、各自が意識してきた改善点が他者

の言葉として可視化され、次の課題を見通す評価・内省の視点へ

つながったと考える。これらのことから、単元を通して、身に付け

た技の高まりを振り返る力（評価力）を高めるうえで、ビルドアップタイム③は有効に働いた

と考える。 

  

〇 活かす段階における伴走的支援の有効性を振り返り記述から分析すると、「最初はできなかっ

た側方倒立回転を諦めずに練習できた」、「昨年はできる技を行う程度だったが、今年は新しい

技に挑戦してみた」といった記述も見られた【資料36】。これらは、結果としての「できる・で

きない」にとどまらず、技に到達するまでの過程や時間配分、教師や仲間のアドバイスに目を

交流活動は、単元を通しての

取り組みや学習の成果を振り

返る際に役立ったか 

 

【図 17 アンケート結果】 

【資料 35 第７時の振り返り記述】 
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向けることで、自己の技の高まりを肯定的に捉えるようになっていたという思考の変化がうか

がえる。このことから、活かす段階における伴走的支援を位置づけることは、課題を振り返り、

技の順序やつなぎ方を工夫して演技に取り組むことができる力（実行力）を高めるうえで、有

効に働いたと考える。 

 

 

 

 

 

オ 本単元の全体考察 

 (ｱ) 計画力 

 検証前と検証後に「計画力」に関するアンケートを行った。

「授業の中で、自らの課題を把握することはできていますか」

の質問では、「そう思う」、「ややそう思う」と回答した生徒が検

証前93％、検証後95％で２ポイント増加した【図18】。回答に

は、「友達からアドバイスをもらったことで、できていない点が

分かった」、「練習中に先生や友達の意見を聞いて、自分の映像

で動きの確認をした」などの記述があった。これは、試技シー

トを活用し、自己の動きを客観的に分析した後に、ビルドアッ

プタイム①で学習計画を作成したことで現状の動きから課題解

決への見通しが具体的に立ったのではないかと考える。また、

「目標を達成するために課題解決の方法を考えていますか」の

質問では、「そう思う」、「ややそう思う」と回答した生徒が検

証前92％、検証後86％で６ポイント減少した【図19】。回答に

は、「技ごとの練習場所があって、その場所の使い方も動画で

あったので、練習のイメージができた」などの記述が見られ

た。一方で、「今できそうな技を美しく完成させる方法は考え

たが、『できない技をどうすればできるようになるか』を考え

ることができなかった」といった記述も見られた。これは、ビ

ルドアップタイム①を通して具体的な課題解決の見通しを立て

ることはできていたが、目指す段階での学習デザインシートの

有効性が限定的であったため、「技への挑戦から課題を見い出す」ことと、「美しい演技に向けた改善

の方略」といった２つの視点が結びつきにくかったのではないかと考える。このことから、ビルドア

ップタイムを位置づけた学習活動を行ったことは、課題を設定し、解決方法の見通しを立てることが

できる生徒の姿に迫るうえで、概ね有効に働いたと考える。 

 

(ｲ) 実行力 

検証前と検証後で「実行力」に関するアンケートを行った。「提供された練習方法から、自己の課

題に応じた練習方法を選ぶことができますか」の質問では、「できる」、「ややできる」と回答した生

徒が検証前95％、検証後96％で１ポイント増加した【図20】。また、「活動がうまくできなかった場

合は、自分で取り組み方を工夫していますか」の質問では、「そう思う」、「ややそう思う」と回答し

た生徒が検証前72％、検証後96％で24ポイント増加した【図21】。回答には、「初めに選んでいた技

授業の中で、自らの課題を把握

することはできていますか 

 

【図 18 検証前後のアンケート結果】 

目標を達成するために課題解決

の方法を考えていますか 

【図 19 検証前後のアンケート結果】 

【資料 36 第７時での振り返り記述】 
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をアドバイスもらいながら練

習したがうまくいかず、単元

目標を達成するために『でき

る技をより美しくする』計画

に変更した」、「側方倒立回転

ができるようになるために、

壁を使って足を上げる練習な

ど、自分の課題を克服するた

めに試行錯誤しながら練習し

た」などの記述が見られた。

これは、ビルドアップタイム

②での振り返りや伴走的支援

での肯定的なフィードバック

を通して、計画していた学習

を他者との共有やアドバイス

を基に客観的に見直し、課題

に応じて練習方法を選び直す

など学習の調整がしやすくな

ったことで、試行錯誤の過程

がより適切な練習の継続につ

ながったのではないかと考え

る。 

また、生徒Ｄの変容を見てみると、第１・２時の振り返りでは「前転や後転の小さなポイントで

も時間をかけて直したい」、「胸と太ももを近づけることを意識して回る」、「側方倒立回転を３つの技

の一つに入れられるように頑張りたい」といったように、自己の課題と練習方法を結び付けて振り返

りを行っている。第５時に

は、側方倒立回転の課題であ

る「足を上げること」に対し

てゴム紐タッチや壁倒立を自

ら計画し、ビルドアップタイ

ム②での振り返りを踏まえ

て、授業の中で仲間や教師か

ら助言をもらいながら練習方

法を調整している【資料

37】。第７時の振り返りで

は、「これまでマット運動は

自分には無理だと思い挑戦し

てこなかったが、今回の単元

では初めて自分からうまくな

りたいと思うことができた。

綺麗な技を追求し、最終的に

側方倒立回転が上手に回るよ

うになった」と記述してお

り、課題に向けて主体的に練

習を継続しようとする姿へと

提供された練習方法から、自己

の課題に応じた練習方法を選ぶ

ことができますか 

活動がうまくできなかった場合

は、自分で取り組み方を工夫し

ていますか 

【図 21 検証前後のアンケート結果】 【図 20 検証前後のアンケート結果】 

【資料 37 生徒Ｄの第５時の振り返り記述】 

【資料 38 生徒Ｄの動きの変容】 
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変容していく様子が見られた。また、第２時と第７時の演技の比較からも、第２時には足の振り上げ

が不十分で着地が不安定であったのに対し、第７時には肩・腰・足首が一直線にそろい、高く振り上

げた脚と安定した着地が見られるなど動きの変容が見られた【資料38】。 

これらのことから、ビルドアップタイムを位置づけた学習活動を設定したことは、課題解決に向

けて試行錯誤しながら運動に取り組むことができる生徒の姿に迫るうえで有効に働き、結果として、

練習の調整が積み重なったことが動きの変容（技能の向上）としても表れたのではないかと考える。 

 

(ｳ) 評価力 

検証前と検証後に「評価力」に関するアンケートを行った。

「自己の課題を振り返り、次時の学習へ活かそうとすることはで

きていますか」という質問では、「そう思う」、「ややそう思う」

と回答した生徒が検証前90％、検証後100％で10ポイント増加し

た【図22】。回答には、「先生のアドバイスから、技のイメージが

できたので、難しい技にチャレンジしてみようと思った」、「でき

るようになった技は、終わりの姿勢を変えてみようとか考えた」

などの記述が見られた。これは、主導的支援を通して技のモデル

を提示したことで、活動の方向性が明確になり、加えて、目指す

段階における伴走的支援により、自己の到達状況を確認しなが

ら、次時に向けて学習内容や方法を再検討・修正する視点が形成

されたのではないかと考える。また、ビルドアップタイム③を通して、他者から技の高まりを認めら

れることは、今後の学習においても、より肯定的に学習に活かしていく力へとつながるのではないか

と考える。これらのことから、ビルドアップタイムを位置づけた学習活動を設定したことは、学習の

進捗状況を振り返り、次の学習に活かそうとする姿に迫るうえで、有効に働いたと考える。 

 

７ 研究のまとめ 

(1) 課題を設定し、解決方法の見通しを立てることができる生徒（計画力）について 

｢授業の中で、自らの課題を把握することはできていますか｣のアンケートでは、「そう思う」、「や

やそう思う」と回答した生徒が、検証Ⅰ前72％、検証Ⅱ後95％で23ポイント増加した【図23】。また、

「目標を達成するために課題解決の方法を考えていますか」では、同様の回答が68％から86％へと

18ポイント増加した【図24】。これは、ビルドアップタイム①で３視点から計画を可視化し、課題と

解決方法を言語化できたためだと考える。さらに、学習デザインシートで到達基準や学習段階を共有

したことで、現状と目標の差が明確になり、課題設定と見通しの形成が促進されたと考える。これら

のことから、ビルドアップタイムを位置づけた学習活動は、課題を設定し解決方法の見通しを立てる

ことができる生徒（計画力）の育成に有効であったと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 22 検証前後のアンケート結果】 

自己の課題を振り返り、次時

の学習へ活かそうとすること

はできていますか 

授業の中で、自らの課題を把握することはで

きていますか 

 

目標を達成するために課題解決の方法を考え

ていますか 

【図 23 検証前後のアンケート結果】 【図 24 検証前後のアンケート結果】 
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(2) 課題解決に向け、試行錯誤しながら、運動に取り組むことができる生徒（実行力）について 

｢提供された練習方法から、自己の課題に応じた練習方法を選ぶことができますか｣のアンケート

では、「できる」、「ややできる」と回答した生徒が、検証Ⅰ前79％、検証Ⅱ後96％で17ポイント増加

した【資料25】。また、「活動がうまくできなかった場合は、自分で取り組み方を工夫していますか」

では、「そう思う」、「ややそう思う」と回答した生徒が57％から96％へと39ポイント増加した【図

26】。これは、ベース活動・ステップアップ活動の２つから、練習方法を選択できる形にし、課題に

応じて再選択できる環境を整えたためだと考える。加えて、ビルドアップタイム②で学習の進捗状況

を可視化し、次時の変更点（内容・方法・時間）について根拠をもって修正する機会を確保したこと

が、試行錯誤を伴う取り組みの継続につながったと考える。これらのことから、ビルドアップタイム

を位置づけた学習活動は、試行錯誤しながら運動に取り組むことができる生徒（実行力）の育成に有

効であったと考える。 

 

 

(3) 学習の進捗状況を振り返り、次の学習に活かすことができる生徒（評価力）について 

 ｢自己の課題を振り返り、次時の学習へ活かそ

うとすることはできていますか｣のアンケートで

は、「そう思う」、「ややそう思う」と回答した生

徒が、検証Ⅰ前78％、検証Ⅱ後100％で22ポイン

ト増加した【資料27】。これは、ビルドアップタ

イム③の交流活動により、他者からの評価を通し

て自己の学びを捉え直す機会が確保されたためだ

と考える。また、つかむ・目指す段階において教

師が課題解決への視点を明確化したことで、活か

す段階での称賛や助言が学習成果として共有さ

れ、振り返りが次時の改善につながりやすくなっ

たと考える。さらに、検証Ⅰでは交流の視点が課題発見に偏りやすかったのに対し、検証Ⅱでは「よ

さ」に視点を置いたことで、仲間のよさを手掛かりに取り組みの成果を捉え直す交流が生まれた。そ

の結果、「続ける点」と「改善する点」が整理され、振り返りを次時の学習へ接続する評価力の高ま

りにつながったと考える。これらのことから、ビルドアップタイムを位置づけた学習活動は、学習の

進捗状況を振り返り、次の学習に活かすことができる生徒（評価力）の育成に有効であったと考える。 

 

 

 

 

 

提供された練習方法から、自己の課題に応じた

練習方法を選ぶことができますか 

活動がうまくできなかった場合は、自分で取り

組み方を工夫していますか 

自己の課題を振り返り、次時の学習へ活かそ

うとすることはできていますか 

【図 25 検証前後のアンケート結果】 

【図 27 検証前後のアンケート結果】 

【図 26 検証前後のアンケート結果】 



-32- 

８ 研究の成果と課題 

(1) 成果 

○ ビルドアップタイム①を設定したことで、試しのゲームや試技を手掛かりに自己の課題を具

体的に言語化し、単元全体の見通しを立て、学習計画を作成・修正できるようになった。学習

計画を軸に「課題把握→計画→修正」を回す仕組みとして、「計画力」を高めるうえで、一定の

有効性が確認できた。 

 

○ ビルドアップタイム②および伴走的支援により、自己の課題に応じてベース活動・ステップ

アップ活動を選び替えながら、動きを修正しようとする姿が見られた。アンケート記述や生徒

Ａ～Ｄの事例からも、助言やフィードバックを基に取り組み方を調整し、試行錯誤を継続する

「実行力」を高めるうえで、一定の有効性が確認できた。 

 

○ ビルドアップタイム③および伴走的支援により、自己の活動を振り返って「できた点・改善

点」を具体化し、学習の成果を根拠をもって確かめようとする姿が見られた。評価力に関する

アンケートや振り返り記述からも、助言や仲間の視点を手掛かりに達成度を捉え直し、学びを

意味づける様子が確認できたことから、自己の学びを振り返り、今後の学習に活かそうとする

「評価力」を高めるうえで、一定の有効性が確認できた。 

 

○ 単元を「つかむ・目指す・活かす」の３段階で構成し、学習計画の作成を軸に主導的支援と

伴走的支援を組み合わせたことで、個別の課題に応じた学びと協働的に支え合う学びが両立し

た。記述にも「自分に合った練習」、「達成感」、「積極的参加」が見られ、自己の課題に向けて

試行錯誤しながら動きを高めようとする姿に結び付いたことから、自己調整学習の観点による

授業モデルの一案を示すことができた【資料39】。 

 

(2) 課題 

 ● 交流活動では、単元目標に迫る動きに関する対話や称賛が見られた一方で、「できた・できな

い」といった感想的な発言にとどまる場面も見られた。そのため、改善点が「どの場面で」、「ど

の動きが」といった視点で具体化されにくく、交流における視点を十分に共有できなかった。今

後は、交流の視点を「場面」と「動き」に結び付けて共有できるよう、特定の場面に焦点を当て

たフィードバックを促す問いかけや、役割ごとに観察する視点を明示する手立てが必要である。 

 

● ビルドアップシートや複数の学習シートは思考の可視化に有効であったが、１単位時間の活

動量確保の面では、記述が苦手な生徒ほど入力に時間を要し、負担が大きかったと考える。ま

た、オープンスキルとクローズドスキルで特性が異なる単元では、学習シートが十分に機能し

ない場面も見られた。今後は、シートの簡素化と、単元特性に応じた再設計が課題である。 

 

 

 

 

【資料 39 生徒Ｄの検証授業終了後の振り返り記述】 
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おわりに 

 

 福岡県体育研究所に長期派遣研修員として１年間研修の機会をいただき、これまでの自分を見つめ直

すとともに、今後の教職生活に直結する学びを得ました。初めての会議の場に目標も定まらぬまま参加

し、資料や先生方のお話も十分に理解できず、「１年間やっていけるのか」と不安が大きくなったこと

を覚えています。研究の進め方も分からず、考えたことを言語化できない自分の未熟さを痛感し、立ち

止まる日もありました。 

 採用されて９年目となり、学年主任や生徒指導主事などの役割を担う中で、生徒・保護者対応や行事

の運営等に追われ、保健体育の授業を深く振り返る時間を十分に確保できませんでした。授業づくりの

力量を高め、専門性を磨きたい――その思いが研修を志願した原点です。本研修を通して、日常の実践

を当たり前として流してしまうのではなく、「なぜその手立てが必要なのか」「生徒のどのような力が育

まれているのか」といった視点をもつ姿勢の大切さを学びました。 

 これまでの私は、規律を整え、全員が同じ方向を向いて取り組むことが授業を良くすると信じていま

した。しかし、短期研修をはじめとする様々な研修や授業実践に触れる中で、「学びは生徒から始まり

生徒に返る」こと、そして「実態や願いから離れた指導は押しつけになり得る」ことを痛感しました。

生徒が何に困り、何を目指し、どのように改善しようとしているのか――その事実をよりどころに授業

を構想することこそが、授業者に求められる姿であると気付かされました。教師の指導性・専門性は、

知識や技能を一方的に教え込むためではなく、生徒の学習活動を支える援助としてこそ発揮されるべき

であり、そのための研鑽を続けたいと強く思うようになりました。 

 検証授業では、ねらい・活動・教具の準備に時間をかけ、試行錯誤を重ねました。思うようにいかな

い場面もありましたが、授業と向き合い続けたことで、生徒の伸びと課題を具体的に捉え直すことがで

きました。授業後の振り返りを通して、生徒が「できた・できない」だけでなく、「なぜできたのか」

「どうすればよくなるのか」と考え、次の行動へつなげようとする姿が見られたことは大きな成果です。

「体育は得意ではないけれど、授業は楽しかった」という生徒の言葉は、今後の実践への大きな励みと

なりました。さらに、校種や立場の異なる先生方と授業づくりについて語り合う機会を得たことで、中

学校の現場だけでは見えにくい系統性や視野の広がりを実感し、自身の授業観を更新することができま

した。また、研究として実践を整理する過程で、授業の成果と課題を言葉で説明し、次の改善につなげ

る視点を得ることができました。この経験は、今後、授業づくりをリードしていく立場として周囲と学

びを共有していくうえでも、大きな財産になると考えています。なお、研修期間中は、西ノ明先生と萱

嶋先生の２人の長期派遣研修員に研究のことで相談に乗っていただき、心の支えとなりました。研修仲

間でありながら、互いを意識するライバルとして磨き合えたことを誇りに思います。先生方がいなけれ

ば、日々の研修に励むことはかなわなかったと思います。ありがとうございました。 

 研修を終えるにあたり、私にこのような貴重な機会を与えてくださいました福岡県教育委員会、北筑

後教育事務所、朝倉市教育委員会に厚く御礼申し上げます。御指導・御助言をいただきました教育庁教

育振興部体育スポーツ健康課、義務教育課、福岡県体育研究所の権藤誠治所長をはじめ所員の皆様に深

く感謝申し上げます。特に、悩んだ際にも親身に相談に乗り、研究の方向性を共に考えてくださった担

当の山口拓郎指導主事をはじめ、指導主事の先生方には心より御礼申し上げます。また、検証授業に御

協力いただきました朝倉市立比良松中学校の朝妻浩慶校長先生、山田泰生教頭先生、保健体育科の荒瀬

長先生、吉岡海先生、在籍校の先生方、そして２年２組の皆さんに心より御礼申し上げます。 

 今後は、本研修で得た学びを現場に還元し、授業改善を継続するとともに、生徒が「学び方」を身に

付け、自ら伸びていく保健体育の授業づくりに一層努めてまいります。引き続き、御指導、御鞭撻を賜

りますようお願い申し上げます。 
 

令和８年２月 13 日 

長期派遣研修員 髙倉 悠（朝倉市立比良松中学校） 


